笑顔のクリニ・クラウン（名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◆本文を読んだり、動画を見たりした感想を友達と伝え合いましょう。
◆小学校などではなく、病院にいる子ども達の所に行っているのはどうしてですか？
	

	

	


◆長い長い入院生活の、ほんの一瞬だけやってきて、笑わせるのがクリニ・クラウンの活動です。ひょっとすると、この後に待っているのは、また辛い入院生活かもしれません。少しだけの時間幸せになって、また辛い日々が来る。それでも、この活動は良いことなのでしょうか。（二つの選択肢からより自分の考えに近い方を選びましょう。）

それでも、クリニ・クラウンは最高だ　　　　　　　　・　　　　　　　　いや、逆に苦しめるのではないか

	（理由）

	

	

	

	



◆今日の振り返り　（学びが多い内容ですね。笑顔の力、命、現実と理想のギャップ、辛い入院中の人々がいること…）
	（理由）

	

	

	

	

	

	

	

	




「それでも、クリニ・クラウンは最高だ」をえらんだ人へ
　一瞬 (いっしゅん)の幸せが終わった後、また辛 (つら)い現実 (げんじつ)に戻る (もどる)ことで、楽しいことと辛 (つら)いことのギャップが大きくなり、苦しみが増 (ま)すこともあるのではないですか？
　クリニ・クラウンが来ることにたよってしまい、来ない時には、これまで以上に「孤独 (こどく)」や「不安 (ふあん)」を感じる可能性 (かのうせい)はないですか？


「いや、逆に苦しめるのではないか」をえらんだ人へ
　長い入院 (にゅういん)生活 (せいかつ)の中で、たとえ一瞬 (いっしゅん)でも笑顔 (えがお)になることは、患者 (かんじゃ)の気持ちにとって良いのではないですか？
　クリニ・クラウンとの交流は、患者にとって新しい人付き合いをする機会となって孤独感が減るのではないですか？
　相手が、その後にどう思うかは相手 (あいて)次第 (しだい)で、自分では決められないことですよね。だから、自分のできることを、
せいいっぱいやろうとしているクリニ・クラウンはすごくないですか？

